
 

令和４年度第６回安城市地域ケア推進会議及び安城市医療・介護・福祉ネットワーク協議会 

                     

  日時 令和４年１１月１７日（木） 

午後１時３０分～午後３時 

                   場所 社会福祉会館 ３階 会議室 

 

１ 会長あいさつ 

  寒くなり、新型コロナウイルスの感染者が増えており、病院も対応に追われており大変な

状況である。感染対策の基本や自分自身の健康管理に努めてほしい。 

 

２ 議題    

（１） 在宅医療・介護連携推進のための研修会 実施報告（資料１） 

 ・ケアマネット部会 

 ケアマネット部会） 

 （資料１－１に沿って説明） 

 ・保健福祉部会 

保健福祉部会） 

（資料１－２に沿って説明） 

  ・小規模多機能部会 

 小規模多機能部会） 

 （資料１－３に沿って説明） 

 

（２）情報共有 

  ・在宅医療・介護連携に関する広域連携について（資料２） 

在宅医療サポートセンター） 

 （資料２に沿って説明） 

  在宅医療・介護連携推進事業において在宅医療・介護連携支援に関する相談窓口として

在宅医療サポートセンターが担っており、地域包括支援センター・行政と連携しながら関

係機関の連携体制の構築支援を行っている。安城市は看取り体制支援プランを実践し、そ

の取り組みをする中で、市町村だけでは解決できない問題もあり、より広域的な範囲で連

携体制構築を進めるためには県や保健所のサポートが必要だと感じている。安城市では近

隣市町村と先行的に会議体を設置し、西三河在宅医療介護連携推進事業担当者会議として

安城市・西尾市・碧南市・刈谷市・豊田市・岡崎市の担当者が年4回会議を行っている。

担当者間の実践報告や、困りごとを互いに共有し、西三河南部医療圏での情報共有や研修

会の企画について相談を行っており、衣浦東部保健所・西尾保健所も出席している。 

衣浦東部保健所） 

（保健所の取り組み（研修会等）について報告） 

在宅医療・介護連携の推進において、都道府県・保健所は後方支援、広域調整等の支援



 

の役割がある。保健所で行う事業として、広域的な連携ができるように意見交換や研修を

行う場を設けることとなっている。平成３０年度から事業を開始し、各種研修会の開催を

していたが、令和３年度からは新型コロナウイルス感染症拡大により、事業を縮小してい

る。次年度以降、管内の医療機関、介護福祉関係機関、行政などとの意見交換の場や、研

修の機会を設けたいと考えている。 

 

 ・地域での特殊詐欺被害防止への取り組みについて（資料３） 

保健福祉部会・社会福祉協議会） 

  （資料３－１に沿って説明） 

 地域支援部会・町内会長） 

 （新田町内会長より犯罪抑止モデル地区事業の取り組みについて報告） 

   今年度、新田町内は犯罪抑止モデル地区に指定された。高齢者の特殊詐欺など犯罪抑止 

に取り組んでいる。「特殊詐欺・被害防止４コマ漫画」のチラシを作成して敬老会のタイ 

ミングで、８０歳以上の高齢者４００人以上に配布して啓発した。今年度以降も継続して 

犯罪抑止に取り組んでいきたい。町内会や民生委員は高齢者と身近に接する機会が多いが、 

犯罪抑止以外にも安否確認など多岐にわたり苦慮しながら取り組んでいる。 

【意見】 

 地域支援部会・民生委員） 

   民生委員は、介護や生活費、年金、仕事、家族関係、住居、子どもの問題などたくさん

の相談を受けている。その人がなぜ困っているのかを考えて、地域包括支援センター等の

専門機関につないでいくことが必要と感じている。民生委員一人では、対応できないので、

町内会など近隣の皆さんと連携して、福祉委員会等で、心配な方の情報を出し合い、問題

があれば専門機関につなぐことが大切だと思う。   

【意見】  

保健福祉部会・地域包括支援センター） 

   高齢者宅に訪問した際に、特殊詐欺の被害にあったと聞くことがある。タイムリーに相

談がないのは、恥ずかしさや自分が悪いという気持ちがあるのではと思う。ある寝たきり

の高齢者は、もともと自立していたが、特殊詐欺の被害にあったのが、きっかけで心が沈

んでしまい、電話や外に出かけるのが怖くなってしまったケースがあった。心の傷を癒す

のに時間がかかり、その間に身体に与える影響が大きいと痛感した事例であった。地域包

括支援センターとして、被害にあった方に対する心のケア等を考えていく必要があると思

った。 

 会長） 

  騙されていること自体も、分かっていない高齢者もいるので、周りで気にかけていくこと

が大切である。 

  

連絡事項 

・在宅医療ガイドブックの改訂について（資料４） 



 

 事務局：資料４に沿って説明） 

各部会の協力をいただき内容を一部修正した。１３、１４ページは人生会議、わたしノー

トについての内容を追加した。 

・多職種でつむぐＡＣＰについて  

 チラシに沿って案内） 

・各種報告書の提出期限について（資料５）   

令和４年度検討テーマ報告書    （２月２４日（金）まで） 

令和５年度研修企画案及び検討テーマ（１月２７日（金）まで） 

・在宅医療・介護連携推進のための研修会（施設部会） 

日 時  令和４年１１月２８日（月）午後１時３０分～午後２時３０分 

方 法  オンライン（Ｚｏｏｍ） 

テーマ  科学的介護情報システム「ＬＩＦＥ」を活用したケアの質の向上 

・在宅医療・介護連携推進のための研修会（歯科医師会部会） 

日 時  令和４年１１月３０日（水）午後８時～午後９時 

会 場  安城商工会館 ５階会議室 

テーマ  意外と身近な摂食嚥下障害 

参加者  自部会のみ 

・在宅医療・介護連携推進のための研修会（安心塾研修会） 

日 時  令和４年１２月７日（水）午後７時～午後８時 

会 場  安城市医師会館 ２階 大会議室（Ｚｏｏｍ使用によるハイブリッド開催） 

テーマ  人生の最終段階にあり心肺蘇生を望まない心肺停止傷病者への救急隊活動につ

いて 

講 師  荻野 修二氏（衣浦東部広域連合消防局 消防課 救急担当 課長補佐） 

・自立支援サポート会議 

日 時  令和４年１１月２４日（木）午後２時～ オンライン開催 

 

 次回 令和４年１２月１５日（木）午後１時３０分～３時 社会福祉会館 会議室  

                                      


